
①　以下の文章を読みながら「さ・し・す・せ・そ」に ○（まる）をつけてください。

     
「そうたいせいりろん」となづけられるりろんがよりかかっている
だいこくばしらはいわゆるそうたいせいりろんです。わたしはまず
そうたいせいげんりとはなにであるかをあきらかにしておこうとお
もいます。わたしたちはふたりのぶつりがくしゃをかんがえてみま
しょう。このふたりのぶつりがくしゃはどんなぶつりきかいをもよ
ういしています。そしておのおのひとつのじっけんしつをもってい
ます。ひとりのぶつりがくしゃのじっけんしつはどこかふつうのば
しょにあるとし、もうひとりのじっけんしつはいっていのほうこう
にいちようなはやさでうごくきしゃのはこのなかにあるとします。
そうたいせいげんりはつぎのことをしゅちょうするのです。もしこ
のふたりのぶつりがくしゃがかれらのすべてのきかいをもちいて、
ひとりはせいしせるじっけんしつのなかで、もうひとりはきしゃの
なかで、すべてのしぜんほうそくをけんきゅうするならば、きしゃ
がどうようせずにいちようにはしるかぎり、かれらはまったくおな
じしぜんほうそくをみいだすでありましょう。いくらかちゅうしょ
うてきにこういうこともできます。しぜんほうそくはそうたいせい
げんりによればきじゅんたいけいのへいいうんどうにかんしませ
ん。 
     
②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


さ　　　し　　　す　　　せ　　　そ


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。
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